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I. 精神症状からの考察
原
一般に脳腫壌の精神症状は，幻覚，記憶一知能障
害，発動性障害，感情一性格変化等があり，同時に
乙れらは巣症状として認められるものでもある。だ
が病巣部位と症状との聞には距離ないし自由度がか
なり大きい。例えば，同じ部位に病巣が存在して  
L 各人によってその症状には差異があり，ある場
合には記憶障害が，またある場合には性格の変化が
前景に現われるということもある。 
幻覚は主に側頭葉，後頭葉，中脳，間脳，等と関
係が深い乙とが Torachow，Hecaen et Ajuriagurra 
によって指摘されている。幻覚の種類は，幻視，幻 
聴，幻味，幻嘆，身体幻覚， dreamy stateが主な
ものであり，その内容は要素的なもの (photopsy，
色彩視，単なる聴感覚〉から複合幻覚(人物，人の
声〉など種々の段階のものがある。かっ，病識は欠 
如している場合もある。
記憶一知能障害は脳圧充進によっても招来される
が，特民間脳および前頭葉底面に関係が深いとされ
ている。
発動性障害(一般的自発性欠如，言語性発動性欠
乏，思考発動性欠乏〉は前頭葉および間脳と関係が
深いとされている。
感情一性格の変化は前頭葉と関係が深いとされて
いる。主な症状は，感情の高揚，多幸楽天的傾向，
児戯的傾向等になり，一方では抑うつ状態に移行し
壮
うる。また，不気嫌，刺激性充進，反社会的行為を
招来するとともある。
本症例において認められた精神症状は，要約する
と次の通りである。
1)知能の低下: 入院当初より軽度に認められ， 
理解力の低下，計算能力の低下等があったが，経過
中の悪化は認められなかった。
2)感情の変化: 入院全経過を通じて軽度の感情
の鈍麻があったが，その程度は時として動揺し，特
p::，手術後，一時的に多少改善された。
3)記憶障害: 記銘力低下が著しく，既に入院 1
年前より出現し，徐々に増悪して来た。
結 語
腫療の位置，大きさ，形，種類から  Glioma，
Craniopharyngioma等の精神症状と比較して見る
と，本症例はいかにも症状に乏ししその上，出現
した症状も顕著なものではなかった。そして脳圧充
進症状が前景に押し出された形となった。そのた
め，脳腫療とそれによる精神症状との聞には局在論
的に相関関係を認める乙とはできなかった。すなわ
ち，本症例の精神症状は巣症状と見なし難く，腫蕩
による全体的障害と考えられる。
脳腫療の精神症状が等閑視されがちな今日だが， 
ζれらの症状に注意を向けることは有意義であり，
今後益々重要になってくるであろう。
